
高齢者・障害者口腔機能管理学演習 2単位 (選択) 2年 (前期)

Exercise of management of oral function in elderly and disability person 尾崎和美 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
羽田勝 ·教授 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，本釜聖子 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，星野由美 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

藤原奈津美 ·助教 /大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

【授業目的】高齢者・障害者口腔機能管理学で学んだ知識をもとに，口腔・摂食・
嚥下機能の保持増進を図る観点からの具体的な医療福祉に関する支援の方法
について実践できるよう理解することを目的とする． 【テーマ】高齢者・障
害者に対する口腔機能管理の実際

【授業概要】要介護高齢者，障害者，有病者等に対する保健医療・福祉を通じた
総合的な管理・援助 (口腔機能管理・口腔保健福祉援助)に関する関連論文を
論考し，事例検討ならびに実技演習を行う．さらに，訪問歯科診療で行う専
門的口腔ケアとその指導や口腔機能向上に関する地域ニーズの把握と地域計
画の策定が実施できるよう事例検討を行う．これらの授業はオムニバス形式
にて行う．

【キーワード】[キーワード]
【先行科目】[先行科目]
【関連科目】[関連科目]
【到達目標】[目標]
【授業計画】

1.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する学術論文抄読 1(精読)
(担当者: 尾崎)

2.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する学術論文抄読 2(発表，
批判的検討) (担当者: 尾崎)

3.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する事例検討・実技演習
(担当者: 尾崎)

4.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (食事介助・支援・栄養管理)
に関する学術論文抄読 1(精読) (担当者: 尾崎，星野)

5.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (食事介助・支援・栄養管理)
に関する学術論文抄読 2(発表，批判的検討) (担当者: 尾崎，星野)

6.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法に関する事例検討・実技演
習 (担当者: 尾崎，星野)

7.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する学術論文抄読 1(精読) (担当者: 羽田，本釜)

8.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する学術論文抄読 2(発表，批判的検討) (担当者: 羽田，本釜)

9.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する事例検討・実技演習 (担当者: 羽田，本釜)

10.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する学術論文抄読 1(精
読) (担当者: 尾崎，藤原)

11.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する学術論文抄読 2(発
表，批判的検討) (担当者: 尾崎，藤原)

12.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する事例検討・実技
演習 (担当者: 尾崎，藤原)

13.口腔機能向上に関する地域ニーズの把握と地域計画の策定 (担当者: 羽田)
14.口腔機能向上に関する地域ニーズの把握のための事例検討 (担当者: 羽田)
15.口腔機能向上に関する地域計画の策定のための事例検討 (担当者: 羽田)

【成績評価】成績評価は，授業での討論および発表内容など授業への取組み (50%)，
レポート (50%)を総合的に評価して行う．100点をもって満点とし，A(80点
以上)，B(70点以上)，C(60点以上)を合格，D(60点未満)を不合格とする．

【教科書】最近の学術論文ならびに資料等を配布する．
【参考書】
�障害者歯科ガイドブック，森崎市治郎 他 編著，医歯薬出版，1999.
�介護予防と口腔機能の向上 Q&A，新庄文明/植田耕一郎 他 編著，医歯薬
出版，2006.
�摂食・嚥下障害へのアプローチ，植松宏 監修，医歯薬出版，2007.
�摂食・嚥下障害の理解とケア，向井美惠 他，学習研究社，2003.
�以上の他，できるだけ多くの関連書ならびに雑誌を参考にするとよい．

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218244
【連絡先】
⇒尾崎 (088-633-9309, ozaki@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
月・水・金 18:00∼ 19:00)

⇒羽田 (0886622684, hada@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒本釜 (hongama@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒星野 (088-633-7898, star-dh-hoshino7@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒藤原 .
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Exercise of management of oral function in elderly and disability person 2 units (selection) 2nd-year(1st semester)

Kazumi Ozaki · Professor / Institute of Health Biosciences, Masaru Hada · Professor / Institute of Health Biosciences, Seiko Hongama ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences

Yumi Hoshimo ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences, Natsumi Fujiwara ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences

Target〉 高齢者・障害者口腔機能管理学で学んだ知識をもとに，口腔・摂食・嚥
下機能の保持増進を図る観点からの具体的な医療福祉に関する支援の方法に
ついて実践できるよう理解することを目的とする． 【テーマ】高齢者・障害
者に対する口腔機能管理の実際

Outline〉 要介護高齢者，障害者，有病者等に対する保健医療・福祉を通じた総
合的な管理・援助 (口腔機能管理・口腔保健福祉援助)に関する関連論文を論
考し，事例検討ならびに実技演習を行う．さらに，訪問歯科診療で行う専門
的口腔ケアとその指導や口腔機能向上に関する地域ニーズの把握と地域計画
の策定が実施できるよう事例検討を行う．これらの授業はオムニバス形式に
て行う．

Keyword〉 [キーワード]
Fundamental Lecture〉 [先行科目]
Relational Lecture〉 [関連科目]
Goal〉 [目標]
Schedule〉

1.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する学術論文抄読 1(精読)
(担当者: 尾崎)

2.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する学術論文抄読 2(発表，
批判的検討) (担当者: 尾崎)

3.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害の評価法に関する事例検討・実技演習
(担当者: 尾崎)

4.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (食事介助・支援・栄養管理)
に関する学術論文抄読 1(精読) (担当者: 尾崎，星野)

5.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (食事介助・支援・栄養管理)
に関する学術論文抄読 2(発表，批判的検討) (担当者: 尾崎，星野)

6.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法に関する事例検討・実技演
習 (担当者: 尾崎，星野)

7.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する学術論文抄読 1(精読) (担当者: 羽田，本釜)

8.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する学術論文抄読 2(発表，批判的検討) (担当者: 羽田，本釜)

9.要介護高齢者等の摂食・嚥下障害への対処法 (摂食・嚥下リハビリテー
ション)に関する事例検討・実技演習 (担当者: 羽田，本釜)

10.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する学術論文抄読 1(精
読) (担当者: 尾崎，藤原)

11.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する学術論文抄読 2(発
表，批判的検討) (担当者: 尾崎，藤原)

12.訪問歯科診療で行う専門的口腔ケアとその指導に関する事例検討・実技
演習 (担当者: 尾崎，藤原)

13.口腔機能向上に関する地域ニーズの把握と地域計画の策定 (担当者: 羽田)
14.口腔機能向上に関する地域ニーズの把握のための事例検討 (担当者: 羽田)
15.口腔機能向上に関する地域計画の策定のための事例検討 (担当者: 羽田)

Evaluation Criteria〉 成績評価は，授業での討論および発表内容など授業への取
組み (50%)，レポート (50%)を総合的に評価して行う．100点をもって満点と
し，A(80点以上)，B(70点以上)，C(60点以上)を合格，D(60点未満)を不合
格とする．

Textbook〉 最近の学術論文ならびに資料等を配布する．
Reference〉
�障害者歯科ガイドブック，森崎市治郎 他 編著，医歯薬出版，1999.
�介護予防と口腔機能の向上 Q&A，新庄文明/植田耕一郎 他 編著，医歯薬
出版，2006.
�摂食・嚥下障害へのアプローチ，植松宏 監修，医歯薬出版，2007.
�摂食・嚥下障害の理解とケア，向井美惠 他，学習研究社，2003.
�以上の他，できるだけ多くの関連書ならびに雑誌を参考にするとよい．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218244
Contact〉
⇒ Ozaki (+81-88-633-9309, ozaki@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour:
月・水・金 18:00∼ 19:00)

⇒ Hada (+81-886622684, hada@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Hongama (hongama@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Hoshimo (+81-88-633-7898, star-dh-hoshino7@dent.tokushima-u.ac.jp)

Mail
⇒ Fujiwara .
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